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［特集］�
●夢をはぐくむ三遠南信交流�

夢の実現に向けて�
子どもたちが夢見るまちの将来は個性がいっぱい。�

みんなが描く夢を大切に、�
心豊かに暮らせるまちづくりを、みんなの手で。�

今年も素晴らしい一年でありますように。�
�

飯田市の人口（12/1現在）■人口＝106,650人（前月比＋6）男51,182人女55,468人  ■世帯＝35,261戸（前月比＋8）�

�
　左から、「未来都市飯田」熊谷絵美さん（旭ヶ丘中）、「リンゴマン」岡本和也さん（上郷小）、「飯田の未来」塚原美智さん（伊賀良小）、「畑で遊んでいる絵」林彩夏さん
（明星保育園）、「こんな野原であそびたいな」木下未希さん（鼎小）、「未来の家族」須藤美緒里さん（風越保育園）、「人間と宇宙人のお家」宮澤あずささん（追手町小）�
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下茶屋の道標　1760年設置。遠州・伊久間街道の分岐点にあ
り、秋葉街道の方向を示しています。�

秋葉街道の馬追い（上村の小川路峠）・・・1頭に90㎏ほどの荷
をつけ、自分も20㎏ほどを背負いました。（昭和初期）�

静
岡
県
遠
州
、
愛
知
県
東
三
河
、
長

野
県
南
信
州
の
地
域
間
交
流
の
歴
史
は

古
く
、
縄
文
時
代
か
ら
交
流
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

交
流
に
は
、
天
竜
川
や
豊
川
を
利
用

し
た
「
水
運
」
を
は
じ
め
、
塩
や
生
糸

を
運
ん
だ
「
塩
の
道
」
や
、
秋
葉
神
社

へ
の
参
拝
路
の
「
秋
葉
街
道
」、
東
海
道

な
ど
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て

人
と
物
資
が
数
多
く
行
き
来
し
、
年
を

追
う
ご
と
に
交
流
が
活
発
化
し
て
い
っ

た
こ
と
で
地
域
が
一
つ
に
結
ば
れ
て
い

き
ま
し
た
。�

特
に
、
江
戸
時
代
に
運
行
さ
れ
た
民

間
の
馬
運
業
「
中
馬
交
通
」
に
よ
り
、

物
流
が
大
幅
に
拡
大
。
三
地
域
は
共
通

の
経
済
圏
を
形
成
し
、
相
互
理
解
を
深

め
て
共
通
の
文
化
な
ど
を
は
ぐ
く
む
こ

と
で
、
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。�

明
治
時
代
に
入
る
と
、
順
調
に
交
流
が

進
ん
で
い
た
三
遠
南
信
地
域
を
分
断
し
て

し
ま
う
二
つ
の
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。�

ま
ず
、
政
府
が
行
っ
た
廃
藩
置
県
と
い

う
制
度
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
行
政
区

が
三
つ
に
分
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
地
域
や
行
政
の
情
報
が
お
互
い

に
行
き
渡
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
交
通
手
段
の
変
化
で
す
。
浜
松

と
飯
田
を
結
ぶ
国
道
一
五
二
号
は
青
崩
峠

（
水
窪
町
と
南
信
濃
村
間
の
県
境
付
近
）

で
車
が
通
行
不
能
と
な
る
た
め
、
「
幻
の

国
道
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
五

十
七
年
に
は
中
央
自
動
車
道
も
開
通
し
、

自
動
車
の
普
及
に
逆
行
す
る
形
で
利
便
性

は
悪
く
な
り
、
交
流
が
途
絶
え
て
い
き
ま

し
た
。�

　あなたは　あなたは「三遠南信」「三遠南信」という言葉から何を連想しまという言葉から何を連想しま
すか。すか。豊かな自然環境、豊かな自然環境、産業の集積地、産業の集積地、人や物資の交人や物資の交
流など三遠南信地域の連携と実力、流など三遠南信地域の連携と実力、そして潜在能力はそして潜在能力は
今や全国的に類をみないほど強大なネットワークに発
展しつつあります。�
　三遠南信のキーワードは「夢」。今年の新年号では初
夢とかけて三遠南信交流の未来を展望します。�

　あなたは「三遠南信」という言葉から何を連想しま
すか。豊かな自然環境、産業の集積地、人や物資の交
流など三遠南信地域の連携と実力、そして潜在能力は
今や全国的に類をみないほど強大なネットワークに発
展しつつあります。�
　三遠南信のキーワードは「夢」。今年の新年号では初
夢とかけて三遠南信交流の未来を展望します。�

大正時代、天竜川を遡る帆掛け船。木材や大豆など
を下流へ、塩や魚などを上流へ運びました。�
（川路　管沼博人さん所蔵）�

ち
ゅ
う
ま�
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三遠南信サミットin南信州・・・「交流新世紀　三遠南信
地域ふるさとの共有」をテーマに、新たな交流を探りました。�

三遠南信自動車道　飯喬道路・・・平成19年度までに一部区間の供用
を目指して工事中。�

古
く
か
ら
続
い
て
き
た
交
流
を
復

活
さ
せ
よ
う
と
、
昭
和
六
十
年
に
中

部
経
済
連
合
会
が
、
県
境
を
越
え
て

連
携
・
一
体
化
し
て
産
業
や
生
活
環

境
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
発

展
さ
せ
る
「
三
遠
南
信
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
構
想
」
を
発
表
し
、
新
た
な
交

流
が
動
き
出
し
ま
し
た
。�

三
遠
南
信
自
動
車
道
は
、
日
本
の
屋

根
と
い
わ
れ
る
中
央
ア
ル
プ
ス
か
ら
太

平
洋
へ
一
気
に
駆
け
下
り
る
自
動
車
専

用
道
路
で
す
。
現
在
、
草
木
と
矢
筈
の

二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
区
間
が
開
通
し
、
三

遠
南
信
自
動
車
道
の
起
点
と
な
る
飯
田

市
の
中
央
自
動
車
道
か
ら
天
竜
峡
方
面

に
伸
び
る
飯
喬
道
路
が
着
工
さ
れ
ま
し

た
。
一
部
の
区
間
は
平
成
十
九
年
度
に

供
用
開
始
予
定
で
す
。�

ま
た
、
静
岡
県
側
で
は
、
第
二
東
名

高
速
道
路
の
引
佐
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か

ら
佐
久
間
町
に
至
る
三
遠
道
路
と
佐
久

間
道
路
が
事
業
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

内
引
佐
か
ら
鳳
来
ま

で
の
一
部
区
間
は
平

成
十
九
年
ま
で
に
供

用
開
始
を
目
指
し
て

い
ま
す
。�

今
後
、
三
遠
南
信

自
動
車
道
は
、
コ
ス

ト
の
縮
減
な
ど
新
た

な
整
備
方
針
の
も
と

で
早
期
全
線
開
通
が

望
ま
れ
ま
す
。�

行
政
や
経
済
の
交
流
が
活
発

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、

民
間
レ
ベ
ル
の
市
民
交
流
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。�

三
遠
南
信
地
域
の
交
流
活
動

が
様
々
な
分
野
で
拡
大
し
、
さ

ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、

地
域
住
民
の
積
極
的
な
参
画
な

く
し
て
は
成
功
し
ま
せ
ん
。
　

　
現
在
、
県
境
を
越
え
た
新
し

い
地
域
の
あ
り
方
と
し
て
全
国

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
三
遠
南

信
地
域
。
今
後
は
、
行
政
、
経

済
界
、
住
民
が
地
域
一
体
と
な

っ
て
知
恵
を
出
し
合
い
、
協
働

し
て
い
く
こ
と
が
、
真
の
交
流

に
つ
な
が
り
ま
す
。�

三
遠
南
信

三
遠
南
信�

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
構
想

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
構
想�

三
遠
南
信�

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
構
想�

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト�

三
遠
南
信
自
動
車
道

三
遠
南
信
自
動
車
道�

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト�

三
遠
南
信
自
動
車
道�

「
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
」
は
平
成
六

年
に
始
ま
り
、
年
に
一
度
開
か
れ
て
い

ま
す
。�

三
遠
南
信
五
十
九
市
町
村
の
首
長
や

商
工
会
議
所
の
会
頭
な
ど
が
一
堂
に
会

し
て
地
域
連
携
や
交
流
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
行
政
や
経
済
の
分
野
で
結

束
を
固
め
て
協
働
し
て

い
ま
す
。�

十
一
月
に
開
か
れ
た

サ
ミ
ッ
ト
は
、
飯
田
市

と
周
辺
町
村
に
よ
る
初

の
分
散
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

や
住
民
交
流
の
推
進
、

広
域
観
光
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
の
形
成

や
新
産
業
の
創
出
、
三
遠
南
信
自
動
車

道
を
は
じ
め
と
し
た
基
盤
整
備
の
促
進

な
ど
を
共
同
宣
言
と
し
て
採
択
し
ま
し

た
。�
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信州�

州�

スポーツ�

音　楽�

学　校�

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
交
流
を
深

め
よ
う
と
、
三
遠
南
信
地
域
の
サ

ッ
カ
ー
少
年
団
な
ど
が
平
成
十
一

年
に
始
め
ま
し
た
。�

小
・
中
・
高
校
の
世
代
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
で
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

互
い
の
レ
ベ
ル
を
知
る
こ
と
に
よ

り
、
切
磋
琢
磨
し
、
将
来
の
サ
ッ

カ
ー
界
を
担
う
人
材
が
育
つ
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

毎
年
夏
休
み
に
三
遠
南
信
自
動

車
道
の
結
節
点
と
な
る
、
三
ヶ
日

町
で
開
催
し
て
い
ま
す
。�

浜
松
合
唱
連
盟
の
呼
び
か
け

で
三
市
の
合
唱
団
が
結
束
し
、

平
成
一
〇
年
か
ら
三
市
持
ち
回

り
で
開
催
。
民
間
の
大
規
模
な

合
唱
は
稀
で
、
三
県
合
同
も
前

例
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

昨
年
は
、
一
流
の
指
揮
者
と

地
元
ゆ
か
り
の
ソ
リ
ス
ト
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
協
力
で
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
交
響
曲
」

を
演
奏
。
全
国
初
の
「
歓
喜
」

の
大
合
唱
を
、
ア
ク
ト
シ
テ
ィ

大
ホ
ー
ル
で
披
露
し
ま
し
た
。�

「
三
遠
南
信
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
推
進
事
業
」
は
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
県

の
枠
を
越
え
て
相
互
理
解
と

交
流
を
深
め
合
う
こ
と
を
目

指
し
て
、
平
成
五
年
か
ら
続

い
た
「
飯
田
・
浜
松
り
ん
ご

交
流
推
進
事
業
」
を
発
展
さ

せ
、
十
一
年
か
ら
は
三
市
持

ち
回
り
で
行
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
が
夏
休
み
に
宿
泊
研

修
を
し
、
体
験
学
習
や
討
論

な
ど
を
通
し
て
仲
間
を
つ
く
り
、

見
聞
を
広
げ
て
い
ま
す
。
　�

昨
年
は
、
県
立
三
ヶ
日
青

年
の
家
で
開
催
。
始
め
に
三

市
混
成
の
十
二
班
に
分
か
れ
、

浜
名
湖
で
の
カ
ッ
タ
ー
訓
練
や
、

猪
鼻
湖
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
通
じ
て
の
、
鍛
錬
を
兼
ね

た
体
験
学
習
を
実
施
。
続
く

夜
間
に
は
、
地
域
や
学
校
紹

介
な
ど
の
発
表
や
討
論
を
し
、

学
校
の
将
来
像
や
ま
ち
の
未

来
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。�

二
日
目
は
、
楽
器
博
物
館

や
ア
ク
ト
タ
ワ
ー
な
ど
を
見
学
。

解
散
式
で
は
、
交
流
の
始
ま

り
と
、
近
い
将
来
の
再
会
を

誓
っ
て
全
員
で
「
翼
を
く
だ

さ
い
」
を
歌
い
ま
し
た
。�

会
場
に
着
い
た
時
は
雨
が
降
っ
て
い
ま

し
た
が
、
保
護
者
の
人
た
ち
が
ぞ
う
き
ん

な
ど
で
一
生
懸
命
に
水
を
と
っ
て
く
れ
た

お
か
げ
で
無
事
に
試
合
が
で
き
ま
し
た
。

僕
た
ち
の
こ
の
大
会
で
の
目
的
は
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
。
二
日
間
気
合
い

を
入
れ
て
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
た
結
果
、

小
学
生
の
部
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
大
会
な
ど
を
ス
テ
ッ
プ
に
し

て
、
将
来
、
海
外
で
活
躍
で
き
る
サ
ッ
カ

ー
選
手
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。�

�

と　き　平成13年8月12日（日）～18日（土）�
ところ　三ヶ日町民グラウンド�
主　催　三遠南信交流サッカー大会実行委員会�
参加者　小学生 12チーム、中学生 5チーム、�
　　　　高校生 5チーム　合計　 22チーム�

す
ば
ら
し
い
大
ホ
ー
ル
で
緊
張
し
ま
し

た
が
、
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
歌
に
は

県
境
は
な
く
目
的
が
一
緒
な
の
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広
が
っ
て
お
互

い
が
分
か
り
合
え
ま
す
。�

今
後
は
、
行
政
の
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、

広
域
的
な
文

化
芸
術
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

が
で
き
る
と

す
ば
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。�

今
年
は
地

元
で
開
催
な

の
で
、
ホ
ス

ト
役
と
し
て

も
が
ん
ば
り

た
い
で
す
ね
。�

�

と　き　平成13年10月14日（日）�
ところ　アクトシティ浜松  大ホール�
主　催　三遠南信交流「合唱の集い」実行委員会�
参加者　飯田市合唱愛好会 15人、浜松合唱連盟 110�
　　　　人、豊橋合唱協会 194人、合計 319人�

わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
リ
ン

ゴ
並
木
の
管
理
を
自
分
た
ち
の
手
で

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
に
貢
献

す
る
と
い
う
意
識
を
高
め
て
体
験
学
習

な
ど
を
通
し
て
学
び
た
い
で
す
。
今
回

み
ん
な
に
会
う
前
は
不
安
だ
っ
た
け
ど
、

様
々
な
経
験
も
友
達
も
で
き
て
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
後
も
、
学
校

間
に
開
設
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
交
流
を
続
け
て
、
も
っ
と

仲
良
く
な
れ
た
ら
い
い
な
。�

�

と　き　平成13年8月7日（火）、8日（水）�
ところ　県立三ヶ日青年の家�
主　催　飯田市・浜松市・豊橋市 各教育委員会�
参加者　飯田市 8校  32人、浜松 36校 72人、�
　　　　豊橋市 23校 46人　合計 150人�

渡邊 知恵里さん（左）関澤 優佳里さん（右）（豊橋市）�

新貝 亮太くん�
（浜松・�
　泉フット�
　ボールクラブ）�

秦 真理子さん�
（飯田市立�
　飯田東中学校）�

せ
っ
　
さ
　
た
く
　
ま�

い
の
　
は
な
　
こ�

た
ん
　
れ
ん�
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南信

遠　

東三河�

「ゆめまる」は、住民主体で互いに愛情と思いやりをもち「共
生」と「三遠南信地域の活性化」を目指す人のネットワーク
です。平成11年に結成され、会員数は延べ150人を数えます。
参加資格は、人・自然・夢が好きな個人であればだれでも入
れます。夢への飽くなき追跡と地域コミュニティの活性化を
目標に活動しています。�

十
月
二
十
七
日
と
二
十
八
日
に

南
信
濃
村
で
開
催
。
地
域
が
生
き

残
る
た
め
の
三
遠
南
信
自
動
車
道

や
産
物
を
利
用
し
た
地
域
お
こ
し
、

自
然
と
の
共
生
な
ど
に
つ
い
て
、

夜
を
徹
し
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
野
外
散
策
で
自
然
や
風
土

を
体
感
し
、
県
境
で
行
わ
れ
た
「
峠

の
国
盗
り
綱
引
き
合
戦
」
に
も
加

わ
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。�

三
遠
南
信
「
二
〇
〇
一
年
ゆ
め
ま
る
ご�

と
語
ろ
う
か
い
 in 

南
信
濃
村
」
開
催�

「ゆめまるごと語ろうかい」の開催は3回目。
平成12年2月の初会合では夢を語り合い、以
後、夢を今後につなげる手段や3つのこころ
の必要性などを議論しました。�

15回目を迎えた「峠の国盗り綱引き合
戦」は長野・静岡の県境「兵越峠」で開催。信
州軍（南信濃村）と遠州軍（水窪町）が戦い、
今回は遠州軍が勝って仮の県境を1ｍ伸ば
しました。�

人
に
は
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。

長
所
も
欠
点
も
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
人
間
の
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
仲
間
が
、
お
互
い
に
研
鑽
し
、

ま
ず
自
分
を
育
て
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。�

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
も
十
人

集
ま
れ
ば
、
百
人
集
ま
れ
ば
、
夢
が
実

現
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
人
と
の

和
も
生
ま
れ
、
自
然
も
環
境
も
見
違
え

る
ほ
ど
良
く
な
っ
て
次
の
世
代
に
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。�

ゆめまる 世話人代表 �

本島 慎一郎さん（天竜市）�

三
遠
南
信
地
域
の
実
力
は�

一つ
の
県
に
匹
敵
し
ま
す�

日
本
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
三
遠
南
信

地
域
か
ら
「
二
十
一
世
紀
の
新
た
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
提
供
」
を
行
政
・
経
済
界

と
地
域
一
体
と
な
っ
て
行
う
の
が
「
ゆ
め

ま
る
」
の
夢
。
今
後
も
、
様
々
な
民
間
交

流
活
動
を
企
画
・
提
案
・
実
行
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
い
つ
ま
で
も
夢
を
持
ち
続
け

て
く
だ
さ
い
。�三遠南信59市町村 合計� 全国47都道府県との比較�

5,732.47 H 全国26位（三重・愛媛県と同等）�
2,050,263人� 全国19位（岐阜・群馬県と同等）�

面   積�

人   口�
農　業�
（粗生産額）�

工　業�
（製造品出荷額）�

商　業�
（商品販売額）�

3,109億6,000万円�

10兆3,315億4,800万円�

6兆2,044億8,500万円�

全国 ８位（新潟・宮崎県と同等）�

全国10位（茨城・群馬県と同等）�

全国19位（岐阜・群馬県と同等）�

（面積、人口は平成12年、農業・工業・商業は平成11年の統計調査の数値）�

三遠南信地域の実力と全国都道府県ランキング�
こ
の
特
集
は
、飯
田
市
、浜
松
市
、豊
橋
市

の
三
市
広
報
担
当
課
の
共
同
企
画
で
す
。�

問
合
せ
　
秘
書
広
報
課�

 
1（
2
2
）4
5
1
1
　
内
線
2
1
2
5

三遠南信に�
描く夢を�
実現�

け
ん
さ
ん�



　絵本の読み聞かせを通じて、親子の

心のふれあいを大切に。そんな想いの

「はじめまして絵本」が、11月22日鼎保

健センターの7か月乳児相談を皮切り

に、スタートしました。また、11月30日～

12月２日、第1回図書館まつりを開催。

特殊コレクションの展示や発表会を行

いました。�

　12月4日、地元座光寺自治協議会主

催で、開通式が行われました。�

　主要地方道飯島飯田線バイパスな

どと併せ、大門町から下伊那北部まで

直結し、交通利便性は大幅に向上。�

　5組の親子三代夫婦を先頭に、新座

光寺大橋を渡り初め。12月7日からは一

般供用開始となりました。�

期待ふくらむ開通式�
伊南南部広域営農団地農道�

本にふれ人とふれあう�
楽しいひとときを�

はじめまして絵本・図書館まつり�



　風雪により、痛みの激しくなった北田遺跡のかやぶき

屋根が、地域の皆さんやボランティアの方の協力でふき

替えられました。上久堅地区全戸から提供されたかやを

用い、作業は11月23日から18日間かけて行われました。�

11月18日夜、地場産業振興センターで開催。�

　アトラクションや各国の料理を並べた「ワールド縁

日」に、23カ国、約600人が参加し、お互いの食文化を

味わいながら、交流を深めました。�

北田遺跡復元家屋屋根ふき替え�

地域の協力でよみがえる�
飯田国際交流の夕べ�

平和への祈りを込めて�

　「飯田　美しき町･･･」で始まる岸田

國士の詩「飯田の町に寄す」を刻んだ

詩碑の除幕式が、12月2日りんご並木で

開かれました。この詩碑は、飯田商工会

議所が、市内外から募った浄財により建

立し、市に贈られたものです。�

　飯田の町への想いを込め、讃えられた

詩文の内容は、環境文化都市を目指す

市のまちづくりとも呼応し、新たな市のシ

ンボルとなるでしょう。�

岸田國士詩碑除幕�
空あかるく風にほやかなる町�
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自
分
の
弛
ん
だ
お
腹
の
贅
肉

を
つ
ま
み
、ま
る
で
精
神
ま
で
弛

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
溜
息
を
つ
く
。肥
満
に
よ
っ
て

糖
尿
病
、高
血
圧
、心
血
管
系
疾

患
、変
形
性
膝
関
節
症
な
ど
の
色
々

な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

知
っ
て
い
る
。〝
水
だ
け
飲
ん
で
も

太
る
〞
の
か
な
。残
念
な
が
ら
、水

か
ら
脂
肪
が
合
成
さ
れ
る
経
路
、

化
学
反
応
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。�

　
好
き
な
ケ
ー
キ
も
〝
少
し
し
か

〞
食
べ
て
い
な
い
の
に
体
重
が
減

ら
な
い
。好
き
な
も
の
は
少
し
し

か
食
べ
て
い
な
い
気
が
す
る
し
、嫌

い
な
物
は
た
く
さ
ん
食
べ
た
気
が

し
て
し
ま
う
。お
菓
子
を
食
べ
る

時
っ
て
、必
ず
し
も
お
腹
が
空
い
て

な
い
か
も
。�

　
医
局
に
あ
っ
た
か
ら
と
か
、な
ん

と
な
く
〝
く
せ
〞
で
。お
も
し
ろ

く
な
い
こ
と
が
あ
る
と
や
け
食
い

も
す
る
。こ
う
い
う
の
、〝
代
理
摂

取
〞
っ
て
言
う
ら
し
い
。〝
固
め

食
い
〞
も
す
る
な
ぁ
。忙
し
く
て

昼
飯
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、夕

飯
を
沢
山
食
べ
ち
ゃ
っ
て
も
い
い
か

な
、な
ん
て
。そ
れ
に
〝
早
食
い
〞

だ
よ
な
。昼
の
弁
当
、５
分
で
食
べ

ち
ゃ
っ
た
も
の
。そ
の
と
き
は
満
腹

な
ん
だ
け
ど
、す
ぐ
お
腹
空
く
ん

だ
よ
な
。ど
う
も
沢
山
〝
噛
む
〞

こ
と
が
い
い
ら
し
い
。頬
に
あ
る
咬

筋
を
使
う
と
三
叉
神
経
を
介
し
て
、

視
床
下
部
の
満
腹
中
枢
が
刺
激

さ
れ
る
そ
う
だ
。一
口
３０
回
噛
も

う
か
な
。〝
甲
状
腺
機
能
低
下
症

〞
で
も
〝
イ
ン
ス
リ
ノ
ー
マ
〞
で
も

な
い
し
、〝
偽
性
副
甲
状
腺
機
能

低
下
症
〞
で
も
な
い
。男
だ
か
ら

〝
多
嚢
胞
性
卵
巣
〞
な
わ
け
な

い
し
。〝
単
純
性
肥
満
〞
か
な
。�

　
こ
ん
な
に
分
析
で
き
る
の
に

体
重
減
ら
な
い
っ
て
、
や
っ
ぱ

り
不
思
議
。�

市立病院　内科�
中嶋　恒二 医師�

現
代
版�

現
代
版�

熱
い
お
風
呂
が
心
地
よ
い
季
節
で
す
。し
か
し
、他
国
に
比
べ
て
日
本
は
、高
齢

者
の
入
浴
中
の
水
死
が
非
常
に
多
く
、注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
寒
い
季
節
は

そ
の
数
が
増
加
し
ま
す
。
冬
場
、寒
い
浴
室
か
ら
熱
い
湯
船
に
入
る
と
か
ら
だ

は
急
激
な
温
度
変
化
に
さ
ら
さ
れ
、血
圧
の
上
昇
と
低
下
が
起
こ
り
、脳
卒
中

な
ど
血
管
の
病
気
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
、血
圧
管
理
に
心

が
け
、で
き
る
だ
け
浴
室
や
ト
イ
レ
も
暖
か
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

肥
満
に
つ
い
て
の
独
り
言�

　飯田市ファミリーサポートセンターで
は、育児と介護両方の支援を行ってい
ます。�
■育児のサポートが欲しいとき�
　○保育施設までの子どもの送迎�
　○保育施設の開始前や終了後の
　　子どもの預かり�
　○子どもが軽度の病気の時の預か
　　りなど�
■高齢者への手助けが欲しいとき�
　○買い物や食事作り�
　○洗濯・掃除などの　援助�
　○外出や通院の付き添い�

○話し相手�
○病人の世話　など�

■ 利用にあたって�
　まず「飯田市ファミリーサポートセン
　ター」の会員になっていただきます。�
○ 会員の種類�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
■問合せ�
　飯田市ファミリーサポートセンター�
　さんとぴあ飯田2階�
　1（53）3181　ファクス（53）3183

仕事と家庭の両立を支援�
ファミリーサポートセンター�

�

○利用料金�

依頼会員�
協力会員�
依頼協力�
会 員�

育児や介護の援助を受けたい人�
育児や介護の援助を行いたい人�
育児や介護の援助を受けたい・
行いたい人�

利用日� 利 用 時 間 � 金　　額�
（1時間あたり）�

年末年始�

月～土�

日曜日�
祝　日�

7：00～20：00
上記以外�

終　　日�

600円�
700円�

700円�

●依頼会員・協力会員を随時募集中�
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日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、市
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
、�

「
広
報
い
い
だ
」
の
感
想
な
ど
、広
報
広
聴
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

名
水
と
飯
田�

　
小
さ
い
頃
か
ら
音
楽
が
好
き

で
、
ラ
イ
ブ
を
す
る
の
が
夢
で

し
た
が
、
も
と
も
と
消
極
的
だ

っ
た
私
は
人
前
で
歌
う
こ
と
は

苦
手
で
し
た
。
で
も
友
達
に
勧

め
ら
れ
て
思
い
切
っ
て
公
園
で

歌
っ
て
み
た
ら
、
と
て
も
気
持

ち
が
良
く
、
や
み
つ
き
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。�

　
大
学
卒
業
を
間
近
に
控
え
、

ど
う
や
っ
て
音
楽
活
動
を
し
て

い
こ
う
か
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
知
り
合
い
の
多
く
は
「
都

会
で
な
く
て
は
ダ
メ
だ
」
と
言

い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃

出
会
っ
た
、
今
、
一
緒
に
音
楽

を
や
っ
て
い
る
桑
原
さ
ん
に
「
今

は
都
会
も
田
舎
も
変
わ
ら
な
い
。

か
え
っ
て
飯
田
の
方
が
チ
ャ
ン

ス
が
多
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ

れ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
、
卒
業
後
飯
田
に
帰
っ
て

き
て
、
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
の

人
達
や
、
音
楽
を
や
っ
て
い
る

多
く
の
人
達
と
友
達
に
な
り
、

自
分
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら

い
の
活
動
の
場
を
与
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
今
は
飯
田
に
帰
っ

て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
故

郷
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分

の
気
持
ち
を
歌
に
し
て
、
多
く

の
人
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と

想
っ
て
い
ま
す
。�

フ
ロ
ー
ラ
ル
伊
賀
良�

参
加
団
体
紹
介�

高
島
　
厚
さ
ん（
追
手
町
小
６
年
）�

　
伊
賀
良
地
区
を
花
い
っ
ぱ
い

に
し
よ
う
と
、平
成
12
年
度
に

地
区
の
花
好
き
の
女
性
を
中
心

に
発
足
し
た
会
で
す
。�

　
自
分
た
ち
で
花
を
選
び
、種

を
ま
き
、苗
を
育
て
て
、地
区
や

公
共
施
設
に
配
っ
て
い
ま
す
。
小

学
校
と
支
所
と
の
間
の
道
に
は

花
壇
を
作
り

ま
し
た
。寒

さ
対
策
で
わ

ら
を
敷
い
て
い

る
の
で
す
が
、

こ
の
わ
ら
を

敷
い
た
花
壇

は
、な
か
な
か

す
て
き
で
、冬

囲
い
の
風
情

を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

先
日
、ビ
オ
ラ
、

宿
根
草
の
ナ
デ
シ
コ
、キ
キ
ョ
ウ
、

オ
ダ
マ
キ
、水
仙
の
球
根
を
植

え
、各
地
区
花
壇
も
植
え
付
け

が
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
春
が

楽
し
み
で
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
皆
で
楽
し
く
、和

気
あ
い
あ
い
の
中
で
、花
の
勉
強

を
し
な
が
ら
、花
い
っ
ぱ
い
運
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

連
絡
先
　
岩
崎
敬
子
　
1（
2
5
）4
4
6
0

飯
田
で
育
つ
音
楽
と
私�

 

楯
　
　
隆
　
子�

Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
　
優
勝
者�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

保
育
所
・
鼎
幼
稚
園�

書
類
調
査
と
児
童
面
接�

　
平
成
１４
年
度
の
入
所
申
込
書

を
提
出
さ
れ
た
新
規
入
所
の
方

は
、
希
望
す
る
保
育
所
で
書
類

調
査
と
児
童
面
接
を
行
い
ま
す
。

児
童
面
接
「
有
」
の
保
育
所
に

つ
い
て
は
、
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。�

※
同
じ
保
育
所
に
続
け
て
入
所

　
を
希
望
す
る
方
は
、
出
席
の

　
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

※
日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
、

　
事
前
に
各
保
育
所
へ
連
絡
し

　
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
１

　
月
末
日
ま
で
に
書
類
調
査
に

　
児
童
課
（
り
ん
ご
庁
舎
）
ま
で

　
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

▼
持
ち
物
　
印
鑑
�

　
平
成
１３
年
分
源
泉
徴
収
票
の

　
写
し
（
必
要
な
方
の
み
）�

▼
問
合
せ
　
児
童
課
�

　
保
育
係
　
内
線
５
３
４
１
�

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の�

申
告
は
お
済
み
で
す
か�

美
博
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

会
場
使
用
抽
選
会�

飯
田
運
動
公
園�

受
付
開
始�

　
会
社
や
個
人
で
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
は
、
平
成
１４
年
１
月

１
日
現
在
所
有
し
て
い
る
償
却

資
産
を
、
次
の
と
お
り
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
告
し
て
い
た
だ
く
資
産�

　
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備

　
品
な
ど
の
事
業
用
資
産
で
、

　
減
価
償
却
さ
れ
る
べ
き
も
の
。�

　（
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な

　
る
家
屋
や
、
自
動
車
税
、
軽

　
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
も

　
の
を
除
く
）�

▼
申
告
期
限�

　
１
月
３１
日
e�

※
平
成
１３
年
中
に
新
た
に
事
業

　
を
始
め
た
方
、
申
告
書
が
お

　
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
税
務
課�

　
固
定
資
産
税
係�

　
内
線
５
１
７
９
・
５
１
７
２�

　
美
術
博
物
館
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文

化
芸
術
活
動
発
表
の
場
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
使
用
し

た
い
方
は
、
抽
選
会
を
行
い
ま

す
の
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
抽
選
日
時�

　
２
月
３
日
a
　
午
前
１０
時�

▼
場
所
　
美
術
博
物
館
　
講
堂�

▼
申
込
資
格�

　
飯
田
・
下
伊
那
に
住
所
が
あ

　
る
個
人
ま
た
は
団
体
で
、
自

　
然
・
人
文
・
美
術
及
び
文
化

　
芸
術
に
関
す
る
創
造
活
動
の

　
発
表
で
あ
る
こ
と
。�

▼
問
合
せ
　
美
術
博
物
館�

　
1（
２
２
）
８
１
１
８�

　
平
成
１４
年
度
の
飯
田
運
動
公

園
野
球
場
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
弓
道
場
の
施
設
利
用
受
付

を
開
始
し
ま
す
。�

▼
受
付
開
始
日�

　
２
月
１
日
f�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
飯
田
運
動
公
園
管
理
事
務
所�

　
1（
２
５
）
５
５
８
８�

1月21日（月）�

1月22日（火）�

1月23日（水）�

1月24日（木）�

1月25日（金）�

1月28日（月）�

1月29日（火）�

1月30日（水）�

1月31日（木）�

9時30分～11時30分�

10時00分～11時30分�

13時30分～15時30分�

13時30分～15時00分�

13時30分～14時30分�

9時30分～11時30分�

9時30分～11時30分�

13時30分～15時30分�

13時30分～15時30分�

9時30分～11時30分�

9時30分～11時30分�

13時30分～15時30分�

13時30分～15時30分�

9時30分～11時30分�

10時00分～11時30分�

13時30分～15時30分�

13時30分～14時30分�

9時30分～11時30分�

9時30分～11時30分�

13時30分～15時30分�

13時30分～15時30分�

9時30分～11時30分�

9時30分～11時30分�

13時30分～15時30分�

13時30分～15時30分�

9時30分～11時30分�

9時30分～11時30分�

13時30分～15時30分�

13時30分～15時30分�

9時30分～11時30分�

9時30分～11時30分�

13時30分～15時30分�

13時30分～15時30分�

9時30分～11時30分�

10時00分～11時30分�

13時30分～15時30分�

13時30分～15時30分�

下 久 堅 保 育 園 �

千 代 保 育 園 �

龍 江 保 育 園 �

上 久 堅 保 育 園 �

千 栄 保 育 園 �

川 路 保 育 園 �

竜 丘 保 育 園 �

三 穂 保 育 園 �

時 又 保 育 園 �

仏 教 保 育 園 �

羽 場 保 育 園 �

飯田中央保育園�

風 越 保 育 園 �

鼎 幼 稚 園 �

鼎 西 保 育 園 �

鼎みつば保育園�

久 米 保 育 園 �

高 松 保 育 園 �

慈 光 保 育 園 �

飯田子供の園保育園�

明 星 保 育 園 �

山 本 保 育 園 �

丸 山 保 育 園 �

さ く ら 保 育 園 �

鼎 東 保 育 園 �

殿 岡 保 育 園 �

育 良 保 育 園 �

中 村 保 育 園 �

伊 賀 良 保 育 園 �

上 郷 東 保 育 園 �

上 郷 北 保 育 園 �

上 郷 西 保 育 園 �

上 郷 南 保 育 園 �

松 尾 東 保 育 園 �

大 堤 保 育 園 �

松 尾 保 育 園 �

座 光 寺 保 育 園 �

有�

有�

有�

有�

有�

有�

有�

有�

有�

有�

後日�

後日�

後日

有�

有�

有�

有�

後日�

後日�

有�

有�

有�

有�

有�

有�

有�

後日�

有�

有�

有�

有�

有�

有�

有�

有�

有�

有�

月日（曜日）� 受付時間� 保育所名�
児童�
面接�

入所申込書類調査、児童入所面接日程表�

1月の納税�

税目�

納期�

市県民税（4期）�
国民健康保険税（1月分）�

�

1月31日（木）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �
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蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の
表

の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
蔵
書
点
検
中
、
定
期
休

館
日
以
外
は
い
ず
れ
か
の
図
書

館
が
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
定
期
休
館
日
�

○
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
�

○
毎
月
第
４
金
曜
日
�

○
年
末
年
始
�

▼
問
合
せ
 
　
中
央
図
書
館
�

　
1（
２
２
）
０
７
０
６
�

図
書
館
の
臨
時
休
館�

　
今
年
度
行
い
ま
し
た
「
愛
の

は
が
き
募
金
」
に
ご
理
解
、
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
嘱
託

員
・
組
長
の
皆
様
に
は
、
と
り

ま
と
め
な
ど
た
い
へ
ん
お
手
数

を
お
か
け
し
ま
し
た
。�

▼
募
金
総
額
�

　
４
、
４
７
７
、
０
２
７
円
�

　（
内
前
年
度
繰
越
額
�

　
１
６
、
０
３
２
円
）�

▼
募
金
の
使
途
�

○
本
年
度
の
社
会
を
明
る
く
す

　
る
運
動
で
の
啓
発
事
業
等
�

　
８
４
２
、
０
２
７
円
�

○
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

　
会
づ
く
り
に
向
け
、
更
生
活

　
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
へ
補
助
�

・
飯
田
地
区
保
護
司
会
�

　
１
、
３
７
０
、
０
０
０
円
�

・
飯
田
市
更
生
保
護
婦
人
会
�

　
４
５
０
、
０
０
０
円
�

・
飯
田
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
�

　
１
３
８
、
０
０
０
円
�

・
飯
田
市
青
少
年
健
全
育
成
連

　
絡
協
議
会
�

　
１
、
０
０
０
、
０
０
０
円
�

・
飯
田
市
防
火
防
犯
委
員
会
�

　
５
７
５
、
０
０
０
円
�

・
飯
田
人
権
擁
護
協
議
会
中
部

　
部
会
　
１
０
２
、
０
０
０
円
�

▼
問
合
せ
　
社
明
事
務
局
�

　
福
祉
課
　
内
線
５
３
７
２
�

募
金
に
ご
協
力�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�

　
飯
田
市
情
報
公
開
制
度
審
議

会
は
、
平
成
１３
年
７
月
に
発
足

し
、
新
し
い
情
報
公
開
条
例
に

つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
１２
月
ま
で
に
開
催
し
た
審
議

会
の
審
議
の
概
要
と
会
議
録
を
、

飯
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

市
役
所
庶
務
課
で
公
開
し
ま
す
。�

　
ま
た
審
議
会
の
審
議
内
容
に

つ
い
て
の
意
見
を
次
の
要
領
で

募
集
し
ま
す
。�

▼
公
開
日
　
１
月
４
日
f
か
ら�

▼
意
見
の
募
集
期
間�

　
１
月
４
日
f
〜
１
月
２３
日
d�

　（
郵
送
は
２３
日
の
消
印
有
効
）�

▼
意
見
を
提
出
で
き
る
方�

○
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方�

○
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所

　
を
有
す
る
法
人
及
び
そ
の
他

　
の
団
体�

○
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
方�

○
市
内
に
存
す
る
学
校
に
在
学

　
し
て
い
る
方�

○
飯
田
市
税
の
納
税
義
務
者�

○
市
の
行
政
に
利
害
関
係
を
有

　
す
る
方�

▼
意
見
の
提
出
方
法�

○
１
、
２
０
０
字
以
内
に
ま
と

　
め
た
文
章
を
、
市
役
所
ま
で

　
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電

　
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

　
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
こ
と
）�

※
検
討
の
結
果
は
、
い
た
だ
い

　
た
意
見
の
内
容
と
共
に
公
開

　
し
ま
す
。（
提
出
者
の
住
所
・

　
氏
名
は
公
開
し
ま
せ
ん
）
提

　
出
者
へ
も
別
途
通
知
し
ま
す
。�

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス�

　http://w
w
w
.city.iida.�

　nagano.jp/koukai�

▼
問
合
せ
　
総
務
部
　
庶
務
課�

　
内
線
２
１
１
３�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
４
）
４
５
１
１�

　
電
子
メ
ー
ル�

　ic1555@
city.iida.nagano.jp�

　

市
情
報
公
開
制
度
審
議
会�

概
要
と
会
議
録
公
開�

　
粉
じ
ん
作
業
に
長
期
間
従
事

し
た
こ
と
に
よ
り
、
じ
ん
肺
に

罹
患
し
、
療
養
や
休
業
が
必
要

な
方
に
は
、
労
災
保
険
で
療
養

や
休
業
補
償
等
の
給
付
が
行
わ

れ
ま
す
。�

　
過
去
に
職
場
で
粉
じ
ん
作
業

に
従
事
し
て
い
た
方
で
、
次
の

よ
う
な
症
状
の
あ
る
方
は
、
問

合
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

○
在
職
中
に
所
属
事
業
場
で
、

　
じ
ん
肺
管
理
区
分
の
決
定
申

　
請
手
続
き
を
し
て
い
な
い
が
、

　
そ
の
後
「
せ
き
」
や
「
た
ん
」

　
が
出
た
り
、
呼
吸
困
難
な
ど

　
の
症
状
が
あ
る
方
。�

○
既
に
、
じ
ん
肺
管
理
区
分
決

　
定
を
受
け
て
い
る
が
、
症
状

　
が
悪
化
し
て
い
る
方
な
ど
。�

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
労
働
基
準
監

　
督
署
　
1（
２
２
）
２
６
３
５�

粉
じ
ん
作
業
に�

従
事
さ
れ
た
方
へ�

に
電
話
し
ま
す
。�

市
役
所
の
電
話
交
換
手

が
で
ま
す
。�

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て

あ
る
４
桁
の
内
線
番
号

を
お
告
げ
く
だ
さ
い
。�

市
役
所
の
担
当
部
署
に

電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。�

1市役所への電話の仕方� 2

1

5
1

4
2
2

1

5
1

4
2

2/8（金）�

○�

×�

○�

2/12（火）�

○�

○�

×�

2/9（土）�

○�

○�

○�

2/13（水）�

○�

○�

×�

2/10（日）�

○�

○�

○�

2/14（木）�

×�

○�

○�

2/11（月）�

�

�

�

2/15（金）�

×�

○�

○�

定期�
休館日�

月　日�

中央図書館�

鼎 図 書 館 �

上郷図書館�

月　日�

中央図書館�

鼎 図 書 館 �

上郷図書館�

○印は開館　×印は休館�
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2月 7日（木）�

2月 8日（金）�

2月12日（火）�

2月13日（水）�

2月14日（木）�

2月15日（金）�

2月18日（月）�

2月19日（火）�

2月20日（水）�

2月21日（木）�

2月22日（金）�

2月25日（月）�

2月26日（火）�

千 代 公 民 館 �

川 路 公 民 館 �

下 久 堅 公 民 館 �

下 久 堅 公 民 館 �

山 本 公 民 館 �

山 本 公 民 館 �

竜 丘 公 民 館 �

竜 丘 公 民 館 �

上 久 堅 公 民 館 �

松 尾 公 民 館 �

松 尾 公 民 館 �

座 光 寺 公 民 館 �

伊 賀 良 公 民 館 �

伊 賀 良 公 民 館 �

鼎 公 民 館 �

鼎 公 民 館 �

龍 江 公 民 館 �

龍 江 公 民 館 �

上 郷 公 民 館 �

上 郷 公 民 館 �

三 穂 公 民 館 �

市役所3階会議室�

市役所3階会議室

市役所3階会議室

市役所3階会議室

市役所3階会議室�

2月27日（水）�

2月28日（木）�

3月 1日（金）�

3月 4日（月）�

3月 5日（火）�

3月 6日（水）�

3月 7日（木）�

3月 8日（金）�

3月11日（月）�

3月12日（火）�

3月13日（水）�

3月14日（木）�

3月15日（金）�

千 代 �

川 路 �

下 久 堅 �

下 久 堅 �

山 本 �

山 本 �

竜 丘 �

竜 丘 �

上 久 堅 �

松 尾 �

松 尾 �

座 光 寺 �

伊 賀 良 �

伊 賀 良 �

鼎�

鼎�

龍 江 �

龍 江 �

上 郷 �

上 郷 �

三 穂 �

橋 南 �

橋北、東野�

羽 場 �

丸 山 �
指定日に申告�
できなかった人�

相　談　日　程�
月 日 � 会 場 � 指定地区� 月 日 � 会 場 � 指定地区�

☆各地区での申告相談の日程が早くなりましたのでご注意ください。�

■問合せ　税務課　市民税係　内線5162　飯田税務署　1（22）1165

申告をしなければならない人�
平成14年1月1日現在、飯田市に居住する人で次に該当
する人。�
1、平成13年中に所得があった人。�
2、給与所得者で�
　(1) 給与所得以外の所得があった人。�
　(2) 2ヶ所以上から給与の支払いを受けた人。�
　(3) 雑損控除、医療費控除、寄付金控除の適用を受け
　　 ようとする人。�
　(4)平成 13年中に退職しその後就職していない人やア
　　 ルバイト、パート、フリーターなどで勤務先から
　　　給与支払報告書の提出が市役所にない人。�
3、公的年金等を受給している人で社会保険料控除、医
　　療費控除や配偶者特別控除等の適用を受けようとす
　　る人。�
4、平成13年中に所得がなかった人も市県民税の申告を
　 してください。�

市県民税の申告をしなくてもよい人�
1、確定申告書を税務署へ提出する人。�
2、1ヶ所からの給与所得のみで、他に所得がなく勤務
　　先から飯田市役所へ給与支払報告書が提出される人。�
3、前年中所得がなく、同一世帯内で扶養親族になっ
　　ている人。�

所得税の確定申告をする人は税務署にて申告相談をしてください。�
2月7日から3月8日までの間は各地区の相談に職員が出払います。この間に市役所税務課にお越しいただいても相
談を受けることはできません。3月11日以降にお越しください。�

詳しい日程表は「広報いいだ」の2月1日号でお知らせいたします。�
受付時間は全ての会場とも午前9時～11時30分　午後1時～4時となっております。�

税務署に所得税の申告が必要な人�
次の人は税務署へ確定申告書を提出してください。�
1、税務署から確定申告書が郵送されている人。�
2、給与所得以外の所得金額が20万円を超える人。�
3、事業所得、譲渡所得、山林所得のあった人。�
4、雑損控除、医療費控除や住宅借入金等特別控除な
　　どで所得税の還付を受ける人。�
※上記に該当する方は、市役所の申告会場（下記の
　会場）に来られても受付できない場合があります。�

市県民税の申告書について�

申告相談の日程について�

　昨年、市県民税の申告をされた方で今年も必要と
思われる方には1月の下旬に郵送の予定です。�
1月末には税務課窓口、市役所各支所で申告書類等
を用意しておりますので、必要な方は取りにお越し
ください。�
　確定申告書は飯田税務署より郵送されます。�

　今年は 2月 16 日からではなく、2月 7 日より地
区での申告相談をはじめます。地区によっては例年
より早く申告の準備をしていただくことになりますが、
よろしくご協力をお願いいたします。�
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平
和
な
家
庭
に
突
然
訪
れ
る

自
動
車
事
故
の
悲
劇
。�

　
小
さ
な
子
供
を
残
し
て
親
が

亡
く
な
っ
た
り
、
事
故
が
原
因

で
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
に
、
子
供
の
養
育
費
や

介
護
料
な
ど
を
、
支
援
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。�

▼
交
通
遺
児
等
の
育
成
資
金
貸

　
付
制
度
�

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
亡
く

　
な
っ
た
り
、
重
度
の
後
遺
障

　
害
に
よ
り
働
け
な
く
な
っ
た

　
家
庭
の
、
中
学
生
以
下
の
子

　
供
を
対
象
に
無
利
子
で
資
金

　
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。�

▼
介
護
料
の
支
給
制
度
�

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
、
後
遺

　
障
害
等
級
が
１
級
３
号
・
４

　
号
、
２
級
３
号
・
４
号
の
認

　
定
を
受
け
る
な
ど
の
重
度
の

　
後
遺
障
害
者
を
抱
え
る
家
庭

　
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
�

　
長
野
支
所
�

　
1
０
２
６（
２
２
６
）１
０
０
０
�

交
通
事
故
被
害
者
の�

皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す�

　
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
東
京

農
大
・
小
泉
武
夫
教
授
が
所
長

を
務
め
る
飯
田
発
酵
研
究
所
主

催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
講
師
に
小
泉
教
授
、
中
嶋
常

允
理
学
博
士
ら
を
迎
え
「
健
康

な
食
べ
物
っ
て
何
？
」「
本
物

の
農
産
物
っ
て
何
？
」
そ
ん
な

疑
問
が
明
ら
か
に
な
る
、
お
も

し
ろ
く
て
た
め
に
な
る
講
演
会

で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
。�

▼
日
時
　
１
月
１７
日
e
�

　
午
後
１
時
３０
分
か
ら
�

▼
場
所
　
飯
田
文
化
会
館
�

▼
問
合
せ
　
地
場
産
業
セ
ン
タ

　
ー
　
1（
５
２
）
１
６
１
３
�

�

「
飯
田
発
酵
研
究
所
」�

講
演
会�

　
東
海
地
震
の
危
険
性
が
指
摘

さ
れ
て
か
ら
２０
年
以
上
、
平
成
１３

年
度
に
は
新
た
な
想
定
震
源
域

が
発
表
さ
れ
、
１１
月
下
旬
に
は

震
度
分
布
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。�

　
東
海
地
震
は
い
っ
た
い
ど
こ

ま
で
わ
か
っ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
、
地
震
に
対
す
る
取
り
組

み
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
講
演
会
で

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
２
月
９
日
g
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�

▼
場
所
�

　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
�

▼
講
師
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
�

　
山
崎
　
登
氏
�

▼
参
加
費
　
無
料
�

▼
主
催
　
長
野
県
地
震
対
策
強

　
化
地
域
連
絡
協
議
会
・
飯
田

　
市
自
主
防
災
会
連
合
会
�

▼
問
合
せ
　
交
通
防
災
課
�

　
内
線
２
４
３
１
�

防
災
講
演
会�

「
東
海
地
震
と
予
知
」�

　
飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
す
る
基
礎
知
識
の
習
得
を
目

的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象
者�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

　
の
あ
る
方
、
将
来
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

　
活
動
を
希
望
さ
れ
る
方
。�

▼
日
時
・
内
容�

○
第
１
回
　
１
月
２３
日
d�

　
午
後
７
時
〜
９
時�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
か�

○
第
２
回
　
１
月
３０
日
d�

　
午
後
７
時
〜
９
時�

　
実
際
の
活
動
事
例
か
ら�

○
第
３
回
　
２
月
８
日
f�

　
午
後
７
時
〜
９
時�

　
施
設
で
の
活
動
・
受
け
手
側

　
か
ら
見
た
活
動�

○
第
４
回
　
２
月
１５
日
f�

　
午
後
７
時
〜
９
時�

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン�

○
第
５
回
　
２
月
２３
日
g�

　
午
後
１
時
〜
３
時�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

　
ー
と
し
て
の
体
験
か
ら�

▼
場
所
　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田�

▼
募
集
人
員
　
２０
人
程
度�

▼
受
講
料
　
３
百
円
（
保
険
料
）�

▼
申
込
方
法�

　
１
月
１８
日
f
ま
で
に
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
飯
田
市
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー�

　
1（
５
３
）
３
１
８
２�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座�

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
手
作
り

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
り
ま
せ
ん

か
。
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

特
別
教
養
講
座
を
開
き
ま
す
。�

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、
市
内
に
勤
務
す
る
３０
歳

　
ま
で
の
方�

▼
日
時
　
１
月
３０
日
d�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分�

▼
講
師
　
マ
ロ
ン
洋
菓
子
店�

　
店
長
　
佐
々
木
悟
先
生�

▼
持
ち
物�

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾�

　
材
料
費
１
、
５
０
０
円�

▼
定
員
　
１６
人�

▼
受
付
開
始
　
１
月
７
日
b�

▼
受
講
料
　
無
料　
材
料
費
の
み�

※
材
料
費
は
事
前
に
納
入
。�

▼
受
付
時
間�

○
平
日�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時�

○
日
曜
・
祝
日�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
直
接
来
館
す
る
か
電
話
で
予

　
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1（
２
３
）
５
５
７
１�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

手
作
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

動物園の�
休園日�

■問合せ　動物園�

22-0416

1月 1日c◆ 2日d�
　◆ 3日e◆ 7日b�
◆15日c◆17日e�
◆21日b◆28日b
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�
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飯田市高齢者初春事業「ハイカラ祭」�

　「
風
越
山
麓
子
供
の
も
り
公

園
」
は
、
飯
田
市
を
代
表
す
る

総
合
公
園
と
し
て
、
平
成
１４
年

春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
公
園
は
「
平
成
記
念
子

供
の
も
り
公
園
事
業
」
の
指
定

を
受
け
、
２１
世
紀
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
や
人

づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を

願
い
、
整
備
を
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
飯
田
の
象
徴
と
し
て
、

環
境
面
に
も
配
慮
を
し
た
公
園

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
公
園
が
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
、
名
称
（
愛

称
）
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
応
募
条
件
�

　
名
称
の
中
に
「
平
成
記
念
」

　
の
文
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
方
法
　
は
が
き
に
公
園

　
の
名
称
・
住
所
・
氏
名
・
年

　
齢
を
記
入
し
て
、
応
募
先
ま

　
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
期
間
�

　
１
月
１
日
c
〜
３１
日
e
�

▼
結
果
発
表
�

　
後
日
応
募
者
全
員
に
ご
通
知

　
い
た
し
ま
す
。
採
用
者
に
は

　
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。�

▼
応
募
・
問
合
せ
先
�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４
�

　
飯
田
市
役
所
　
建
設
部
�

　
都
市
整
備
課
　
公
園
緑
地
係
�

　
内
線
２
７
３
１
�

風
越
山
麓
子
供
の
も
り�

公
園
名
称（
愛
称
）�

　「
伊
那
谷
の
森
で
家
を
つ
く

る
会
」
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。�

こ
の
会
は
、
伊
那
谷
の
木
を
生

か
し
た
家
造
り
を
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
う
非
営
利
民
間
団
体
で
す
。

（
１
月
２６
日
g
に
設
立
予
定
）�

　
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け

る
、
木
材
業
者
、
工
務
店
、
建

築
士
や
木
材
で
家
を
建
て
る
こ

と
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
下
伊
那
地
方
事
務
所
　
林
務

　
課
　
1（
５
３
）
０
４
２
５
�

　
市
役
所
　
林
務
課
�

　
内
線
３
５
３
０
�

�

伊
那
谷
の
森
で
家
を�

つ
く
る
会
会
員�

　
飯
田
市
高
齢
者
初
春
事
業
「
ハ

イ
カ
ラ
祭
」
へ
出
品
・
参
加
し

ま
せ
ん
か
。�

　
飯
田
市
内
に
居
住
さ
れ
る
お

お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方
で
し
た
ら
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。�

　
多
く
の
方
の
ご
応
募
・
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
申
込
方
法
　�

○
色
紙
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳�

　
は
が
き
に
作
品
（
色
紙
の
場

　
合
は
作
品
名
）、
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
す

　
る
事
業
名
を
明
記
し
、
郵
送

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
カ
ル
タ
・
将
棋
・
囲
碁�

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

　
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
す
る

　
事
業
名
を
明
記
し
、
郵
送
し

　
て
く
だ
さ
い
。�

▼
注
意
事
項�

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
を
出
詠
・

　
投
句
作
品
に
は
必
ず
楷
書
で

　
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
先
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４�

　
飯
田
市
本
町
１
丁
目
１５
番
地�

　
飯
田
市
役
所
　
介
護
高
齢
課�

　
高
齢
者
係
　
内
線
５
３
８
２�

「
ハ
イ
カ
ラ
祭
」へ
の�

出
品
・
参
加
者�

普通版の色紙を使用し、1人1点�
内容：書画　押絵　押葉�
　　　版画　ちぎり絵　等�
●申し込みは居住地区の高齢者クラブ会長
　または�
●はがきに作品名を書き申し込み　�

1人2首まで�
●はがきに作品名を書き申し込み　�

1人3句まで「雑詠」�
●はがきに作品名を書き申し込み�
　当日席題あり　1人2句�
　当日参加は自由　�

一題1句として1人合計3句まで�
　題「事」「白」「集」の3題�
●はがきに作品名を書き申し込み�
　当日席題あり　当日参加は自由　�

第26回飯田市高齢者�
初春色紙展�

第25回飯田市高齢者�
俳句大会�

第25回飯田市高齢者�
短歌大会�

第22回飯田市高齢者�
カルタ大会（百人一首）�

第25回飯田市高齢者�
将棋大会�

第24回飯田市高齢者�
川柳大会�

第25回飯田市高齢者�
囲碁大会�

●はがきで参加申し込み�

3月18日（月）�

3月18日（月）�

3月18日（月）�

3月19日（火）�

3月19日（火）�

3月19日（火）�

3月20日（水）�

3月20日（水）�

3月20日（水）�

午後1時～�
　　午後4時�

文化会館�
2階会議室�

文化会館�
2階講習室�

文化会館�
1階展示室�

文化会館�
2階講習室�

文化会館�
2階講習室�

文化会館�
1階展示室�

市公民館�
4階和室及�
視聴覚室�

午前9時～�
　　午後4時�

午前9時～�
　　午後3時�

午後1時～�
　　午後4時�

午後1時～�
　　午後4時�

午後1時～�
　　午後4時�

午前10時～�
　　午後4時�

午前10時～�
　　午後4時�

午前10時～�
　　午後4時�

2月7日（木）�

必着�

2月1日（金）�

消印有効�

2月15日（金）�

消印有効�

事 業 名 � 期 日 � 時 間 � 場 所 � 募 集 要 項 � 申込締切
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▼
日
時
　
１
月
２２
日
c
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分
�

▼
場
所
　
男
女
共
同
参
画
課
�

　（
り
ん
ご
庁
舎
３
階
）�

※
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
男
女
共
同

　
参
画
課
　
内
線
５
３
５
１
�

女
性
問
題
に
関
す
る�

法
律
相
談�

▼
日
時
　
１
月
２１
日
b
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

▼
場
所
　
鼎
公
民
館
�

▼
相
談
委
員
　
茂
木
立
好
則
氏
�

　
北
沢
美
枝
氏
�

▼
問
合
せ
　
長
野
地
方
法
務
局
�

　
1（
２
２
）
０
０
１
４
�

特
設
人
権
相
談
所�

▼
日
時
　
１
月
２１
日
b
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

▼
場
所
　
飯
田
市
役
所
�

▼
問
合
せ
�

　
税
務
課
　
内
線
５
１
４
１
�

税
務
相
談
所�

遠
　
州�

広報�

高齢者の方が安心して生活できる居住空間をつくるため、次のような内容の法律
が制定されました。�

■問合せ　建築課　住宅係　内線2753

高齢者向けの賃貸住宅を新築したり、既存の建物を
バリアフリー化された賃貸住宅に改築する場合の、
助成制度や税制上の優遇措置が設けられました。�

バリアフリー化された�
賃貸住宅の供給を促進�

持ち家のバリアフリー化を推進�

高齢者が自宅をバリアフリーに改築する場合、ロー
ン返済を軽くする特別融資制度ができました。この
制度は、最大500万円までの融資を受けることができ、
生存時は利子部分のみの返済、死亡時に住宅資産な
どを活用して一括償還することができます。�

高齢者が安心して入居できる�
賃貸住宅市場を整備�
高齢者の入居を拒まない、賃貸住宅情報を提供できるよ
うになりました。また、登録された住宅には、万一、入居
高齢者が家賃を滞納した場合、高齢者居住支援センター
から債務保証がされます。�

高齢者がバリアフリー化された賃貸住宅に、終身にわ
たって住み続けられるための「終身建物賃貸借制度」
ができました。�

◆法多山10538-43-3601◆フルーツパーク1053-428-5211

■問合せ�

浜
松
市
の
北
部
、
都
田
町
に

あ
る
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
で
は
、

一
月
か
ら
五
月
上
旬
こ
ろ
ま

で
イ
チ
ゴ
狩
り
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
三
十
分
間
食
べ
放
題

で
、
大
粒
の
甘
い
「
章
姫
」
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

袋
井
市
の
法
多
山
で
立
春
の
前
日
、

今
の
歴
の
二
月
三
日
に
節
分
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
節
分
祭
で
は
、
除

災
招
福
を
祈
願
し
、
参
詣
者
の
な
か

か
ら
そ
の
年
の
厄
歳
に
あ
た
る
男
女

お
よ
そ
百
二
十
人
が
裃
を
着
け
、
本

堂
前
の
特
設
舞
台
か
ら
豆
ま
き
を
行

い
ま
す
。
豆
ま
き
は
正
午
と
午
後
二

時
の
二
回
行
わ
れ
、
多
く
の
参
詣
者

が
福
を
求
め
て
集
ま
り
ま
す
。
一
辺

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
三
角
袋

に
入
れ
た
豆
が
お
よ
そ
三
万
袋
用
意

さ
れ
、
そ
の
何
割
か
に
縁
起
物
が
当

た
る
福
引
付
き
で
あ
る
こ
と
が
参
拝

客
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
拾
っ
た
福

豆
は
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
家
の
豆
ま

き
の
豆
に
混
ぜ
ら
れ
る
風
習
が
あ
り

ま
す
。�

イチゴ狩り料金�
（3歳未満無料）�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

期　　間� 小学生以上�3歳以上�

1月2日～�
　　 1月4日�
1月5日～�
　　1月14日�
1月15日～�
　　 4月7日�
4月8日～�
5月上旬ころ�

1,700円�

1,500円�

1,100円�

900円�

1,400円�

1,200円�

800円�

600円�
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三
種
混
合
の
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。�

▼
対
象
と
接
種
回
数�

○
Ⅰ
期
初
回
・
３
回
接
種�

　
平
成
１２
年
９
月
１
日
〜�

　
平
成
１３
年
８
月
３１
日
生
ま
れ�

○
Ⅰ
期
追
加
・
１
回
接
種�

　
平
成
１１
年
９
月
１
日
〜�

　
平
成
１２
年
８
月
３１
日
生
ま
れ�

○
７
歳
半
未
満
で
未
接
種
の
子
ど
も�

▼
実
施
期
間�

　
現
在
実
施
中�

　
平
成
１４
年
３
月
３０
日
g
ま
で�

▼
持
ち
物
　
予
診
票
、母
子
手
帳�

※
料
金
は
無
料
で
す
。�

▼
時
間
・
場
所�

　
医
療
機
関
で
受
け
る
個
別
接

　
種
で
す
。�

　
表
の
中
か
ら
希
望
の
医
療
機

　
関
を
選
び
、必
ず
事
前
に
電

　
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
注
意�

　
追
加
対
象
者
で
昨
年
初
回
３

　
回
が
接
種
で
き
な
か
っ
た
場

　
合
は
、す
で
に
お
配
り
し
て
あ

　
り
ま
す「
接
種
回
数
早
見
表
」

　
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

三
種
混
合

三
種
混
合�

三
種
混
合�

■問合せ　保健課　健康推進係　内線5511

※離乳食講座　2/12（火）13：00～ 上郷保健センター【要予約】122-4511 内線5519

■問合せ　保健課　保健指導係　内線55182月の乳幼児健診日程�
H13年10月生�
4か月児健診�

H13年7月生�
7か月児相談�

H13年2月生�
12か月児相談�股脱検診�

�
�
H13年11月�
1日～15日生�

2月15日（金）
�

H13年11月�
16日～30日生�

3月1日（金）
�
会場�
飯田市立病院�
�
�
※他で受診
を希望され
る方は保健
婦までご連
絡ください。�

20日（水）� 26日（火）� 15日（金）�

21日（木）� 20日（水）� 22日（金）�

27日（水）� 15日（金）� 28日（木）�

28日（木）� 21日（木）� 14日（木）�

9:00～9:109:00～9:1013:00～13:1013:30～14:00

22日（金）� 28日（木）� 21日（木）�

松　尾�

公民館�

鼎�
保健�
センター�

伊賀良�
公民館�

上　郷�
保　健�
センター�

旧　市�

松　尾�

上久堅�

下久堅�

龍　江�
千　代�

竜　丘�

鼎�

川　路�

三　穂�

山　本�

伊賀良�

座光寺�

上　郷�

市役所�
保　健�
センター�

該当�
地区�会 場�

受付時間�

3歳児健診�2歳児相談�か月児�1歳6健診�
12年7月生�
20日（水）�

12年8月生�
26日（火）�

12年1・2月生�
15日（金）�

12年7・8月生�
26日（火）�

11年11・12月生�
12年1月生�
17日（木）�

10年12月生�
11年1月生�
24日（木）�

10年11・12月生�
11年1月生�
28日（月）�

10年12月生�
11年1月生�
28日（月）�

12年5・6月生�
25日（火）�

12年4・5・6月生�
25日（火）�

12年4・5・6月生�
25日（火）�

12年1・2月生�
27日（水）

11年1・2月生�
15日（金）

12年6・7月生�
23日（水）�
12年7・8月生�
27日（水）�

11年12月・12年1・2月生�
22日（金）�
12年2月生�
22日（金）�

10年12月・11年1月生�
28日（月）�

11年2月生�
25日（月）�

10年12月・11年1月生�
24日（木）�

13:00～13:10 9:00～9:10 13:00～13:10

12年2月生�
26日（火）�

10年12月生�
22日（火）�

11年1・2月生�
22日（金）�

12年1・2月生�
20日（水）�

12年1月生�
20日（水）�

12年1月生�
20日（水）�
竜丘公民館�

竜丘公民館�

12年1・2月生�
14日（木）�

11年1月生�
29日（火）�

12年1月生�
26日（火）�

12年7月生�
25日（月）

12年6・7月生�
28日（月）

12年8月生�
25日（月）

11年1月生�
25日（月）�

荒 　 木 　 医 　 院 �
医療法人栗山会 飯田病院�
飯田市立病院高松分院�
飯田市立千代診療所�
飯田橋外科内科病院�
市 瀬 整 形 外 科 �
井 　 上 　 医 　 院 �
上 　 松 　 医 　 院 �
加 藤 胃 腸 科 医 院 �
蟹 　 江 　 医 　 院 �
金 　 田 　 医 　 院 �
輝 山 会 記 念 病 院 �
北 　 原 　 医 　 院 �
源 田 内 科 医 院 �
健 和 会 病 院 �

小坂消化器内科クリニック�
小 　 島 　 医 　 院 �
後 　 藤 　 医 　 院 �
ささき医院（中央通り）�
佐々木医院（久井）�
佐 野 小 児 科 医 院 �
椎名レディースクリニック�
嶋倉内科胃腸科医院�
清 水 医 院 �
下 久 堅 診 療 所 �
代 　 田 　 医 　 院 �
菅 　 沼 　 病 　 院 �
す き が ら 医 院 �
高野産科婦人科医院�
滝 沢 内 科 医 院 �
徳 　 永 　 医 　 院 �

中島耳鼻咽喉科医院�
医療法人龍川会西沢病院�
の むら 内 科 医 院 �
橋上内科クリニック�
波 多 野 医 院 �
羽 生 内 科 診 療 所 �
羽 場 医 院 �
久 田 小 児 科 医 院 �
平岩産婦人科医院�
前沢産婦人科耳鼻咽喉科医院�
松 　 尾 　 医 　 院 �
松村内科クリニック�
宮 　 沢 　 医 　 院 �
矢澤内科循環器科医院�
矢野こどもクリニック�

渡 　 辺 　 医 　 院 �
飯 田 市 立 病 院 �
落合内科小児科医院�
上 片 桐 診 療 所 �
下伊那赤十字病院�
中 　 村 　 医 　 院 �
中塚内科循環器科医院�
後 　 藤 　 医 　 院 �
下 伊 那 厚 生 病 院 �
藤 が 丘 内 科 �
山 　 路 　 医 　 院 �
長野県立阿南病院�
松 澤 診 療 所 �
飯田病院付属阿智診療所�
健 生 会 橋 上 医 院 �

浪合村国保診療所�
平 谷 村 診 療 所 �
佐 　 藤 　 医 　 院 �
中 　 島 　 医 　 院 �
売木村国保診療所�
天 龍 村 診 療 所 �
泰 阜 村 北 診 療 所 �
木 　 下 　 医 　 院 �
福 　 沢 　 医 　 院 �
三 　 浦 　 医 　 院 �
小 　 沢 　 医 　 院 �
吉 　 川 　 医 　 院 �
大 鹿 村 立 診 療 所 �
片 　 町 　 医 　 院 �
山 　 崎 　 医 　 院 �

24-7722�
22-5150�
22-5060�
59-2014�
24-1511�
27-3311�
24-1241�
22-0660�
22-1964�
22-1073�
24-2248�
26-8111�
24-0222�
24-1550�
23-3118

24-3933�
22-0571�
24-6557�
22-0059�
22-2532�
24-1522�
22-0304�
21-6511�
25-7152�
29-6011�
29-7015�
22-0532�
53-1000�
23-5835�
22-0850�
24-3511

22-1187�
24-3800�
23-7000�
25-5244�
22-0666�
24-1250�
28-5151�
22-0379�
27-2067�
23-5865�
22-3921�
23-6822�
53-8100�
21-6111�
52-0452

52-3777�
21-1255�
36-2421�
37-2010�
36-2255�
36-2066�
34-1188�
35-2205�
35-7511�
35-3300�
35-2198�
0260-22-2121�
0260-24-2300�
43-4180�
43-2118

47-2200�
48-2252�
49-2011�
0260-27-2021�
0260-28-2014�
0260-32-2041�
0260-26-2003�
33-2023�
33-3003�
33-2030�
35-2016�
35-2010�
39-2111�
0260-34-2054�
0260-34-2024

医療機関� 医療機関� 医療機関� 医療機関� 医療機関� 電話番号�電話番号�電話番号�電話番号� 電話番号�

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
百
日
せ
き
・
破
傷
風

破
傷
風
）�

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）�
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■相談・問合せ　　男女共同参画課　内線 5351

男女共同参画情報�

�

土
�

木
�
水
�

金
�
木
�

○
�
日� 土

�
水
�

○
�
日�火

�
月
�

木
�
水
�
火
�
月
�

土
�

○
�
日�火

�
月
�

水
�
火
�

金
�

土
�

○
�
日�○

�
月� 金

�
木
�

金
�

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
い
い
だ�

1（
2
2
）9
5
5
5

①（
2
2
）9
5
5
5
へ
電
話
し
て
、�

②
音
声
案
内
に
よ
り
0
を
ダ
イ
ヤ
ル
�

③
知
り
た
い
情
報
番
号
3
桁
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
�

※
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
５０�
ch
・
上
郷
有
線
で
も
放
送
し
て
い
ま
す
�

番
組
の
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
�

  6：30～�

15：30～�

20：00～�

  7：30～�

10：00～�

16：00～�

21：00～�

4ch

3ch

放送�
時間�

2月�
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
�

ほ
っ
と
ら
い
ん
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
番
組
表
�

ふ
れ
あ
い
福
祉
�

短
歌
教
室
�

学
校
だ
よ
り
（
旭
ヶ
丘
中
）
�

講
演
会
か
ら
�

マ
イ
ク
ス
ケ
ッ
チ
�

休
日
当
番
医
案
内
�

市
民
の
皆
さ
ん
へ
�

音
楽
の
広
場
�

ニ
ュ
ー
ス
イ
ン
1
1
9
�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
情
報
�

美
術
博
物
館
だ
よ
り
�

ふ
る
さ
と
の
伝
説
�

今
月
の
農
作
業
メ
モ
�

木
曜
う
た
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
�

文
化
会
館
情
報
�

短
歌
教
室
（
再
）
�

学
校
だ
よ
り
（
追
手
町
小
）
�

講
演
会
か
ら
�

料
理
教
室
�

休
日
当
番
医
案
内
�

マ
イ
ク
広
報
�

休
日
当
番
医
案
内
�

防
犯
1
1
0
番
�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
情
報
�

さ
わ
や
か
健
康
�

く
ら
し
の
中
か
ら
�

伊
那
谷
の
自
然
�

木
曜
う
た
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
�

ほ
い
く
え
ん
日
記
�

俳
句
教
室
�

��

学
校
だ
よ
り
（
下
久
堅
小
）
�

講
演
会
か
ら
�

マ
イ
ク
ス
ケ
ッ
チ
�

休
日
当
番
医
案
内
�

市
民
の
皆
さ
ん
へ
�

音
楽
の
広
場
�

ニ
ュ
ー
ス
イ
ン
1
1
9
�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
情
報
�

サ
ー
ク
ル
紹
介
�

母
か
ら
子
へ
の
お
は
な
し
�

は
つ
ら
つ
ラ
イ
フ
�

木
曜
う
た
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
�

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
図
書
館
か
ら
�

俳
句
教
室
（
再
）
�

学
校
だ
よ
り
（
飯
田
東
中
）
�

講
演
会
か
ら
�

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
飯
田
�

休
日
当
番
医
案
内
�

公
民
館
リ
レ
ー
�

音
楽
の
広
場
�

ニ
ュ
ー
ス
イ
ン
1
1
9
�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職
情
報
�

農
業
最
前
線
�

母
か
ら
子
へ
の
お
は
な
し
�

消
費
生
活
メ
モ
�

木
曜
う
た
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
�

�

●オフトークの故障は1局番なしの113（NTT）●上郷有線の故障は124-3533 イナデン（修理受託業者）へ連絡してください。�

　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、夫や恋
人・パートナーなど「親密な」関係にある男性から
女性に対して、ふるわれる暴力のことです。�
平成13年10月13日に「配偶者からの暴力の防止
及び被害者の保護に関する法律」（ＤＶ防止法）が
施行されました。�
　この法律では、配偶
者（事実婚を含む）か
らの身体的暴力を指し
ています。夫婦間の暴
力は今まであまり表面
化されてきませんでした。
しかし、暴力を受けた
人の20人に１人は「命
に危険を感じるほどの暴力を受けた」と答えています。
（99年総理府調査）�
　ＤＶは決して夫婦間だけの問題ではありません。
暴力のある環境に育つことは、子どもの心身に重大
な影響を与えます。家庭の暴力が次世代の暴力を生
む危険性も指摘されています。�
　明るく健康な生活を送れるよう、正しい理解と情
報を得、認識を深めていきましょう。�

「男と女」�

DV（ドメスティック・バイオレンス）って何？�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守�
お気軽にご相談ください�各種相談所�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ごと
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �
（写真1枚必要）�

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �
家庭児童相談�
（電話でも可）�
電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

福祉よろず相談�

障害者並びに�
ご家族の相談�

戦傷者・戦没者�
援 護 相 談 �

特 別 �
（法律）�

一 般 �

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付は１５:００まで�

１月１８日（金）�
１３：３０～１５：３０�

１月１１日（金）�
１３:００～１７:００�
１月８日（火）�
１月１８日（金）�
１月２８日（月）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
１月８日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週月～金曜日�
８:３０～１７:００�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週木曜日�
９:００～１１:３０�
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週火曜日、第１水曜日、
祝日以外の毎日�
９：００～１７：００�

１月８日（火）�
１３:３０～１６:００�
２月１日（金）�
１３：００～１６：００�
１月１９日（土）�
１３：３０～１６：３０�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は予
約制、電話で申し
込んでください。�

※結婚相談の
受付は相談日以
外でも行ってい
ます。電話で確
認してください。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（子育てモデル
事業実施施設）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�
り ん ご 庁 舎 �
２１号相談室�
鼎 公 民 館 �
２ 階 �
さんとぴあ飯田�
（福祉会館２Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８１�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�
家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線  ５３４４�

1５２-０６３３�

飯田中央保園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�
福 祉 課 �
内線  ５３７２�
福 祉 研 究 会 �
1５２-２５２１�
ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課 1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談

ひと� ひと�
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文
化
ガ
イ
ド�

美
博
だ
よ
り�

●開館時間　午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�
●休 館 日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�
●観 覧 料 一　般  310円（210円）　高校生 200円（150円）、�
　　　　　　小中学生  100円（80円）　※（ ）内は20人以上の団体�

1月8日（火）～1月27日（日）�

鈴木芙蓉筆「墨梅図」�
文化13年（1816）本館蔵�

展示期間�

鳩ヶ嶺八幡宮の獅子頭�
（はとがみねはちまんぐうのししがしら）�

飯田市指定文化財（工芸品）�

室町時代初期の特徴を示す�

古式の獅子頭�

　アララギ派の歌人で、泰阜村出身　金田千鶴の生涯
を描いた作品を地元演劇集団「演劇宿」が演じます。　�
　日時・場所　2月9日（土）・10日（日）�
　　　　　　 飯田文化会館ホール�
　　　　　　 2月11日（月）　泰阜中学校体育館�
　時　　間 　開場13:30  開演14:00�
　チケット　 飯田文化会館ほかで好評発売中�
　　　　　　 一般2,000円�
　　　　　　 学生1,000円�
　　　　　　 （全席自由）�

 「倉沢興世展」�
　　2月5日（火）～11日（月）�
　　10:00～17:00 �
　　飯田文化会館展示室�
　　※展示の観覧には演劇の�
　　　チケットが必要です。�

日　時：3月24日（日）�

会　場：飯田人形劇場・飯田文化会館�

出　演：人形劇団ののはな（福岡県）�

　　　「いいものみーつけた／赤ずきんちゃん」�

ほかにも県内から下記の�

劇団を予定しています。�

　人形劇団やまんば（松本市）�

　人形劇団赤とんぼ（諏訪市）�

　でこぼろ人形劇団（阿南町）�

　田中健太（阿南町）�

　バラエティーに富んだ人形劇をお楽しみ下さ

い。ほかに、ジャグリング、アートバルーン、プリ

クラなどのお楽しみコーナーもあります。�

入場料、開演時間などの詳細は後日ご案内いたし

ます。�

日　時　3月25日(月) �
場　所　飯田文化会館ホール�
入場料、開演時間などの詳細は後日ご案内いたし
ます。�

　鈴木芙蓉（1752 － 1807）は、北方村（現飯田市大瀬木）
に生まれた江戸時代の画家です。江戸に出て、当時の新興絵画
であった南蘋派や南画を学び、やがて江戸の地に花開いた新漢画
（江戸南画）の一旗手として活躍しました。�
　漢学に精通し、中国文化を好んで摂取したその作風は、儒学の
徒としての真摯な一面と、老荘的な脱俗の精神とを兼ね備え、教養
を第一とした江戸文人の理念を明瞭に示すものといえます。�

郷土作家4　鈴木芙蓉�郷土作家4　鈴木芙蓉�

花　花コンサート花　花コンサート�花　花コンサート�

●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

●
美
術
博
物
館
�

1（
2
2
）8
1
1
8


